
 

 

 

 

11月
がつ

は日本
に ほ ん

の暦
こよみ

で「霜月
しもつき

」といいます。霜
しも

が降
ふ

るほどに寒
さむ

い季節
き せ つ

になったということから「霜月
しもつき

」と呼
よ

ぶようにな

りました。寒
さむ

くなると、風邪
か ぜ

をひきやすくなります。うがい、手
て

洗
あら

いも大切
たいせつ

ですが、バランスのよい食事
しょくじ

と十分
じゅうぶん

な睡眠
すいみん

も風邪
か ぜ

予防
よ ぼ う

に効果的
こ う か て き

です。もちろん新型
しんがた

コロナウイルス対策
たいさく

にもなるので、規則正
き そ く た だ

しい食生活
しょくせいかつ

を心
こころ

がけましょう。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年 11月  

宝立小中学校 

１～６年用 

今月
こんげつ

の給 食
きゅうしょく

目標
もくひょう

 

感謝
かんしゃ

して食
た

べよう 

みなさんがいつも食
た

べている食
た

べ物
もの

はたくさんの人
ひと

に支
ささ

えられて

できています。 

食
た

べ物
もの

が食
た

べられることは当
あ

た

り前
まえ

ではないことを 心
こころ

にとめて

感謝
かんしゃ

の気持
き も

ちで食事
しょくじ

をしましょう。 

きちんと言
い

っていますか？ 

「いただきます」 

「ごちそうさま」 

「能登
の と

牛
うし

給食
きゅうしょく

」がありました！ 

10月
がつ

16 日に石川県
いしかわけん

から「能登
の と

牛
うし

」が寄贈
き ぞ う

されました。等級
とうきゅう

はA5
えーご

ランクで最
さい

上級
じょうきゅう

の牛肉
ぎゅうにく

でした。脂
あぶら

の入
い

り方
かた

や色
いろ

が美
うつく

しく、赤身
あ か み

は鮮
あざや

やかな赤色
あかいろ

をしていま

した。肉質
にくしつ

はとても柔
やわ

らかく、脂
あぶら

はほのかな甘
あま

みがあり、牛丼
ぎゅうどん

にコクを出
だ

してくれ

ました。次回
じ か い

は 2月
がつ

に能登
の と

牛
うし

給食
きゅうしょく

の予定
よ て い

です。どんな料理
りょうり

になるかお楽
たの

しみに！ 

―みんなの食
しょく

を支
ささ

える人々― 

食
た

べ物
もの

を作
つく

る人
ひと

 

【農家
の う か

・漁師
りょうし

・酪農家
らくのうか

など】 

食
た

べ物
もの

を運
はこ

ぶ人
ひと

 

【運送
うんそう

会社
がいしゃ

の人
ひと

など】 

食
た

べ物
もの

を売
う

るお店
みせ

の人
ひと

 

【スーパーマーケットの店員
てんいん

など】 

調理
ちょうり

をしてくれる人
ひと

 

【お家
うち

の人
ひと

・ 給 食
きゅうしょく

調理員
ちょうりいん

など】 



 

 

 

 

11月は日本の暦で「霜月」といいます。霜が降るほどに寒い季節になったということから「霜月」と呼ぶようになり

ました。寒くなると、風邪をひきやすくなります。うがい、手洗いも大切ですが、バランスのよい食事と十分な睡眠も

風邪予防に効果的です。体調管理に気をつけて生活しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年 11月  

宝立小中学校 

7～9年用 

考えてみよう「食品ロス」 

今月の給食目標 

感謝して食べよう 

みなさんがいつも食べている食

べ物はたくさんの人に支えられて

できています。 

食べ物が食べられることは当た

り前ではないことを心にとめて感

謝の気持ちで食事をしましょう。 

きちんと言っていますか？ 

「いただきます」 

「ごちそうさま」 

「能登牛給食」がありました！ 

10月 16日に石川県から「能登牛」が寄贈されました。等級は A5ランクで最上

級の牛肉でした。脂の入り方や色が美しく、赤身は鮮やかな赤色をしていました。

肉質はとても柔らかく、脂はほのかな甘みがあり、牛丼にコクを出してくれました。

次回は 2月に能登牛給食の予定です。どんな料理になるかお楽しみに！ 

 「食品ロス」とは、本来食べられるのに捨てられてし

まう食品をいいます 

 日本での食品ロスは年間 612万 tになっています。 

これは日本人 1 人当たりが毎日お茶碗一杯分のご飯

を捨てているのと同じ量になります。 

 さらに、この 612 万ｔという量は世界で飢餓に苦し

む人々を救うことのできる食料援助量の1.6倍もある

のです。私たちが食品ロスを減らすことで救える命が

あるかもしれませんね。 


